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事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容

H25以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

① 敬老の日大会事業
敬老の日事業は、文化の家の自主事業で行うこととし、式典は廃止する。
敬老金については市役所で配布する。

④

市民が高齢社会の現
状を認識し、高齢者
福祉への理解を深め
ること、及び、敬老金
を贈呈し感謝の意を
表すとともにその長寿
を祝う

③

②

H24実績
7月～ 10月～

敬老の日事業は、文化の家の自主事
業で行うこととし、式典は廃止する。
敬老金については市役所で配布する。
これにより、事業費の削減を行う。

敬老の日に、長久手市文化の
家を会場とする、敬老の日大
会を開催し、敬老金の贈呈や
長久手市文化協会による各種
催しを行うことで

582 3,399 2,638
縮小

750 3,133

参加者数

659

人
高齢者数増加から予
想される数値

3,225 2,923

平成24年9
月17日（敬
老の日）に
開催

事業費

評価手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

① 敬老の日大会事業
市内在住の
75歳以上の
方

成果指標の目標値
設定の根拠

H23予算 H23決算
H24決算の主な内訳

（単位：千円）
4月～

成果指標

削減

敬老金2,070、消耗品
291、舞台管理委託
203、バス借上料74

D●

H23実績
単
位

1月～ H24目標値 H25予算

0 0 運営主体の見直し

事業の廃止の検討

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

外出を促進し、つながりの強化、社会参加機会の拡充を目的とする。
市民が高齢社会の現状を認識し、高齢者福祉への理解を深めること、及び、敬老金を贈呈し感謝の意を表すとと
もにその長寿を祝う？ 受益者負担額 0 0 0

評価の説明H24予算 H24決算 成果
対象

（だれ、何に
対して）

他事業と統合

3,133 現行どおり実施

0 0 事業の改善

地方債 0 0 0 0 0
国費・県費 0 0 0
一般財源 3,225 2,923 3,399 2,638

3,133

事業の目的・概要

（目的）
高齢者福祉の推進に一層の理解を深めること、及び、敬老金を贈呈し感謝の意を表すとともにその長寿を祝うこ
とを目的とする。
（概要）
長久手市文化の家を会場とする、敬老の日大会を開催し、敬老金（80歳、85歳、90歳、95歳は5,000円、数え99
歳以上の方は10,000円）の贈呈や長久手市文化協会による各種催しを行う。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

日進市…敬老金10,000円：数え88歳、数え95歳、数え101以上歳　20,000円：数え100歳
東郷町…記念品（ひざかけ）：満88歳、記念品（写真立て）：満99歳（H24年実績。毎年2,000円前後の品）
尾張旭市…敬老金5,000円：数え88歳　敬老金10,000円：数え100歳
瀬戸市…敬老金5,000円：数え88歳　敬老金10,000円：数え100歳
豊明市…記念品（タオル）：数え100歳以上（毎年1,500円程度の品）、敬老金5,000円：数え88歳、数え95～
99歳　　敬老金10,000円：数え100歳以上

事業期間 事業開始年度 　　　　　　- 年度 終了（予定）年度 　　　　　　- 年度

総事業費

事業の対象
（だれ、何に対して）

市内在住の75歳以上の方
3,225 2,923 3,399 2,638

総事業費
（単位：千円）

H23予算 H23決算 H24予算 H24決算

評価の見方

う
ち

長久手市行政評価票

事業の名称 担当部署
部 課

福祉部 長寿課

H25予算

敬老の日大会事業番号 34


